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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  ＯＣＢ(Optically self-Compensated Birefr
ingence)液晶セルを用いた際に、逆転移の発生を抑圧
し、良好な映像を表示することが可能な液晶表示装置を
提供する。
【解決手段】  画素データが供給される複数のソース線
と、走査信号が供給される複数のゲート線と、ソース線
と前記ゲート線の交点に対応してマトリクス状に配置さ
れたトランジスタとを有した、トランジスタのドレイン
側に液晶セルの一方の電極と意図的に形成した蓄積容量
の一方の電極を配置し、蓄積容量のもう一方の電極を液
晶セルの反対側の電極とは別の電極に配線した構造を持
つ液晶表示素子を具備し、液晶セルに対し、１フレーム
期間内の所定期間に映像信号表示用の電圧を印加し、他
の所定期間に映像信号表示とは別の電圧を印加し、映像
信号表示とは別の電圧をソース線とは異なる電極である
蓄積容量の一方の電極から印加する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画素データが供給される複数のソース線
と、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
と意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置し、か
つ前記蓄積容量のもう一方の電極を液晶セルの反対側の
電極とは別の電極に配線した構造を有する液晶表示素子
とを具備し、
前記ソース線から、前記液晶セルに対し、１フレーム期
間内の所定期間に映像表示信号用の電圧を印加し、更に
他の所定期間に映像表示信号とは異なる別の電圧を印加
し、前記映像表示信号とは別の電圧を前記ソース線とは
異なる電極である前記蓄積容量の一方の電極から印加す
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  画素データが供給される複数のソース線
と、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
と意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置し、か
つ前記蓄積容量のもう一方の電極を隣接した別のゲート
線に配線した構造を有する液晶表示素子とを具備し、
前記ソース線から、前記液晶セルに対し、１フレーム期
間内の所定期間に映像表示信号用の電圧を印加し、更に
他の所定期間に映像表示信号とは異なる別の電圧を印加
し、前記映像表示信号とは別の電圧を前記ソース線とは
異なる電極である前記蓄積容量の一方の電極から印加す
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  画素データが供給される複数のソース線
と、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
と意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置し、か
つ前記蓄積容量のもう一方の電極を液晶セルの反対側の
電極とは別の電極に配線した構造を有する液晶表示素子
とを具備し、
前記ソース線から、前記液晶セルに対し、１フレーム期
間内の所定期間に映像表示信号用の電圧を印加し、更に
他の所定期間に映像表示信号とは異なる別の電圧を印加
し、前記映像表示信号とは別の電圧を前記ソース線とは
異なる電極である液晶セルの反対側の電極から印加する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  画素データが供給される複数のソース線
と、
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走査信号が供給される複数のゲート線と、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
と意図的に形成した蓄積容量の一方の電極を配置し、か
つ蓄積容量のもう一方の電極を液晶セルの反対側の電極
と同一の電極に配線した構造を有する液晶表示素子とを
具備し、
前記ソース線から、前記液晶セルに対し、１フレーム期
間内の所定期間に映像表示信号用の電圧を印加し、更に
他の所定期間に映像表示信号とは異なる別の電圧を印加
し、前記映像表示信号とは別の電圧を前記ソース線とは
異なる電極である液晶セルの反対側の電極から印加する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  ソース線から供給する電圧振幅が、液晶
の透過率の最大を決定する電圧と液晶の透過率の最小を
決定する電圧との差の１倍以上２倍未満の幅である請求
項１ないし請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】  ソース線から供給する電圧振幅が、液晶
の透過率の最大を決定する電圧と液晶の透過率の最小を
決定する電圧との差の２倍以上３倍未満の幅である請求
項１ないし請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】  画素データが供給される複数のソース線
と、
走査信号が供給される複数のゲート線と、
前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリク
ス状に配置されたトランジスタと、
前記トランジスタのドレイン側に液晶セルの一方の電極
と意図的に形成された蓄積容量の一方の電極を配置した
構造を有する液晶表示素子と、
映像信号とそれに同期した同期信号を入力し、映像信号
の１水平走査期間を１倍以上２倍未満にレート変換する
レート変換部と、
前記レート変換に用いるメモリと、
前記同期信号からソースよおびゲートドライバの駆動動
作を行う駆動制御部とを具備し、
前記レート変換によって生じる余裕時間に複数のゲート
線上の液晶セルに対し映像信号とは異なる別の電圧を印
加することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】  各ゲート線毎に予め定めた補正を行う補
正部を有し、ゲート線毎の映像信号が印加されている期
間と、前記の映像信号とは異なる他の電圧が印加されて
いる期間の割合のばらつきによる輝度むらの影響を排除
することを特徴する請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】  フレーム毎にゲート線を走査する順序を
入れ替えて、その入れ替え順序に応じた映像信号の並べ
替えを行う並べ替え部と、前記並べ替えに用いるメモリ
を具備し、
ゲート線毎の映像信号が印加されている期間と、前記の
映像信号とは異なる別の電圧が印加されている期間の割



(3) 特開２００２－２２９００４

10

20

30

40

50

3
合のばらつきの各ゲート毎の平均を均一化させ、各ゲー
ト毎の輝度むらの影響を排除することを特徴する請求項
６に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  １フレーム期間における、映像信号が
印加されている期間と、前記の映像信号とは異なる別の
電圧が印加されている期間の割合が可変であることを特
徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の液晶
表示装置。
【請求項１１】液晶セルがＯＣＢセルであることを特徴
とする請求項１から請求項１０のいずれかに記載の液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
ックス型液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置に
係り、特に広視野角、高速応答性を有するＯＣＢ（Ｏｐ
ｔｉｃａｌｌｙｓｅｌｆ－Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ  Ｂ
ｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）液晶モードを利用した液晶
表示装置の駆動方法および液晶表示装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】周知のとおり、液晶表示装置は、コンピ
ュータ装置等の画面表示デバイスとして数多く使用され
ているが、今後はＴＶ用途での使用拡大も見込まれてい
る。しかしながら現在広く使用されているＴＮ（Ｔｗｉ
ｓｔｅｄ  Ｎｅｍａｔｉｃ）モードは視野角が狭く、応
答速度も不充分で、視差によるコントラストの低下や、
動画像のボケなど、ＴＶとして使用する際の表示性能に
は大きな課題がある。
【０００３】近年、上記ＴＮモードに代わり、ＯＣＢ液
晶モードに関する研究が進んでいる。ＯＣＢは、ＴＮに
比べ、広視野角、高速応答という特性を持ち、自然動画
表示により適した液晶モードであるといえる。
【０００４】以下、従来の液晶表示装置の駆動方法およ
び液晶表示装置に関して説明する。
【０００５】図１１において、１０１はゲート線、１０
２はソース線、１０３はスイッチング素子としての薄膜
トランジスタ（以下、ＴＦＴという）で、ＴＦＴのドレ
イン電極は画素の画素電極に接続されている。画素は、
画素電極と対向電極１０７との両方の電極にはさまれて
保持された液晶１０５、さらにこれら画素電極と対向電
極との間に形成された蓄積容量１０４とで構成される。
【０００６】以下、図１２においてその実際の駆動動作
を説明する。
【０００７】ソース線へのデータ電位Ｖｓの供給と同期
して、ゲート線の電位Ｖｇは順次オン電位となる。ソー
ス線に供給される電圧の位相は、本例ではソース線毎ま
たはフレーム毎に逆相の関係となる。対向電極の電圧
と、ソース線に供給され、各画素に印可された電圧の差
が、画素内の液晶Ｃｌｃの両端に印加される電圧で、こ
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れが画素の透過率を決定する。
【０００８】こうした駆動方法はＯＣＢセルを用いた場
合も、ＴＮ型セルを用いた場合も同様である。ただし、
ＯＣＢセルは、映像表示を開始する起動段階においてＴ
Ｎ型セルにはない独特の駆動が必要となる。
【０００９】ＯＣＢセルは画像表示が可能な状態にあた
るベンド配向と、表示できない状態にあたるスプレイ配
向とをもつ。このスプレイ配向からベンド配向に移行す
る（以下、転移とよぶ）ためには、一定時間高電圧を印
加するなどの独特の駆動が必要となる。ただし、この転
移に係る駆動に関しては本発明とは直接関係しないの
で、これ以上の説明は行わない。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このＯ
ＣＢセルは、前記の独特な駆動により一旦ベンド配向に
転移しても、所定のレベル以上の電圧が一定時間以上印
加されない状態が続くと、ベンド配向が維持できずスプ
レイ配向に戻る（以下、この現象を逆転移とよぶ）とい
う課題があった。
【００１１】それ故、本発明の目的は、ＯＣＢセルを用
いた際に、逆転移の発生を抑圧し、良好な映像を表示す
ることが可能な液晶表示装置の駆動方法および液晶表示
装置を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】この課題を解決するため
に第１の発明は、画素データが供給される複数のソース
線と、走査信号が供給される複数のゲート線と、前記ソ
ース線と前記ゲート線の交点に対応してマトリクス状に
配置されたトランジスタと、前記トランジスタのドレイ
ン側に液晶セルの一方の電極を、前記トランジスタのド
レイン側には更に意図的に形成した蓄積容量の一方の電
極を配置し、その蓄積容量のもう一方の電極を液晶セル
の反対側の電極とは別の電極に配線した構造を持つ液晶
表示素子とを具備し、前記液晶セルに対し、１フレーム
期間内の所定期間に映像表示信号用の電圧を印加し、さ
らに他の所定期間に映像表示信号とは異なる別の電圧を
印加し、前記映像表示信号とは別の電圧をソース線とは
異なる電極である蓄積容量の一方の電極から印加するこ
とを特徴とする、液晶表示装置である。
【００１３】第２の発明は、第１の発明に対して、蓄積
容量のもう一方の電極を隣接した他のゲート線に配線し
た構造を持つ液晶表示素子を具備し、映像表示信号とは
異なる別の電圧をソース線とは異なる電極である蓄積容
量の一方の電極から印加することを特徴とする、液晶表
示装置である。
【００１４】第３の発明は、第１または第２の発明に対
して、前記映像表示信号とは異なる別の電圧を、ソース
線とは異なる電極である液晶セルの反対側の電極から印
加することを特徴とする、液晶表示装置である。
【００１５】第４の発明は、第１から第３の発明に対し
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て、蓄積容量のもう一方の電極を液晶セルの反対側の電
極と同一の電極に配線した構造を持つ液晶表示素子を有
し、前記映像表示信号とは異なる別の電圧をソース線と
は異なる電極である液晶セルの反対側の電極から印加す
ることを特徴とする、液晶表示装置である。
【００１６】第５の発明は、第１から第４の発明に従属
する発明であって、ソース線から供給される電圧振幅が
液晶の透過率の最大を決定する電圧と液晶の透過率の最
小を決定する電圧との１倍以上２倍未満の幅であること
を特徴とする、液晶表示装置である。
【００１７】第６の発明は、第１から第４の発明に従属
する発明であって、ソース線から供給される電圧振幅が
液晶の透過率の最大を決定する電圧と液晶の透過率の最
小を決定する電圧との２倍以上３倍未満の幅であること
を特徴とする、液晶表示装置である。
【００１８】第７の発明は、画素データが供給される複
数のソース線と、走査信号が供給される複数のゲート線
と、前記ソース線と前記ゲート線の交点に対応してマト
リクス状に配置されたトランジスタと、前記トランジス
タのドレイン側に液晶セルの一方の電極を、前記トラン
ジスタのドレイン側にはさらに意図的に形成した蓄積容
量の一方の電極を配置した構造を持つ液晶表示素子と、
映像信号とそれに同期した同期信号を入力し、映像信号
の１水平走査期間を１倍以上２倍未満にレート変換する
レート変換部と、前記レート変換に用いるメモリと、前
記同期信号からソースよおびゲートドライバの駆動動作
を行う駆動制御部とを具備し、前記のレート変換によっ
て生じる余裕時間に複数のゲート線上の液晶セルに対し
映像信号とは異なる別の電圧を印加することを特徴とす
る、液晶表示装置である。
【００１９】第８の発明は、第７の発明に従属する発明
であって、各ゲート線毎に予め定めた補正を行う補正回
路を具備し、ゲート線毎の映像信号が印加されている期
間と、前記の映像信号とは異なる別の電圧が印加されて
いる期間の割合のばらつきによる輝度むらの影響を排除
することを特徴する、液晶表示装置である。
【００２０】第９の発明は、第７の発明に従属する発明
であって、フレーム毎にゲート線を走査する順序を入れ
替えて、その入れ替え順序に応じた映像信号の並べ替え
を行う並べ替え部と、並べ替えに用いるメモリを具備
し、ゲート線毎の映像信号が印加されている期間と、前
記の映像信号とは異なる別の電圧が印加されている期間*
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*の割合のばらつきによる輝度むらの影響を排除すること
を特徴する、液晶表示装置である。
【００２１】第１０の発明は、第１から第９の発明に従
属する発明であって、１フレーム期間における、映像信
号が印加されている期間と、前記の映像信号とは異なる
別の電圧が印加されている期間の割合が可変であること
を特徴とする。
【００２２】第１１の発明は、第１から第１０の発明に
従属する発明であって、前記液晶セルがＯＣＢセルであ
ることを特徴とする。
【００２３】
【発明の実施の形態】（第１の実施形態）図１および図
２は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構
成および駆動方法を示す図である。図１において、１０
１はゲート線、１０２はソース線、１０３はスイッチン
グ素子としてのＴＦＴで、ＴＦＴのドレイン電極は画素
の画素電極に接続されている。画素は、画素電極と対向
電極１０７との両方の電極にはさまれて保持された液晶
１０５で形成され、さらにドレイン電極ともう一方の電
極１０６との間に形成された蓄積容量１０４で構成され
る。
【００２４】以下、図２においてその実際の駆動を説明
する。
【００２５】ソース線へのデータ電位Ｖｓの供給と同期
して、各ゲート線の電位Ｖｇは順次オン電位となる。ソ
ース線に供給される電圧の位相は、本例ではソース線毎
またはフレーム毎に逆相の関係となる。対向電極の電圧
と、ソース線に供給され各画素に印可された電圧の差
が、画素内の液晶の両端に印加される電圧で、これが画
素の透過率を決定する。
【００２６】以上は蓄積容量の反対側の電極（以後、蓄
積容量電極とよぶ）の電位Ｖｅが一定の場合である。
【００２７】図２に示すとおり、ソース線電位の書き込
み後たとえば１フレームの８０％の期間経過後に蓄積容
量電極電位Ｖｅを変化させその状態を維持すると、蓄積
容量を介して液晶に印加される電位を操作できる。
【００２８】その際の液晶に印加される電位の変化量
（積み上げ電位）Ｖｐは、蓄積容量をＣｓｔ、液晶容量
をＣｌｃ、さらに図示しないゲート－ドレイン間の突き
抜け容量をＣｇｄ、Ｖｅの変化電圧分をＶｅ＋またはＶ
ｅ－とすると以下の式で表される。
【００２９】

  Ｖｐ＝Ｃｓｔ／（Ｃｌｃ＋Ｃｓｔ＋Ｃｇｄ）×（Ｖｅ＋またはＶｅ－）  （
１
）上記より、Ｖｅ＋およびＶｅ－を所定の電位に操作する

ことで、１フレーム期間の一定期間に逆転移防止に必要
な電位以上の電位を液晶に印加することができる。
【００３０】すなわち、その直前にソースを介して書き
込まれた液晶電位がどのような電位であっても、前記の
Ｖｐ分は実効電圧を大きく積み上げることが可能とな

る。従って、映像書き込みに要する時間を短縮すること
なく、逆転移防止電圧を書き込むことができる。
【００３１】一定電位以上の電位を１フレーム期間の一
定割合だけ印加することで逆転移を防止し、従来の駆動
より低い電位まで表示用に使用することで、結果として
高い透過率を維持できる。
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7
【００３２】図４に一般的なＯＣＢの電位－透過率曲線
を示す。図４において４０１は逆転移防止のための所定
電位を挿入しない場合の電位－透過率曲線、４０２は逆
転移防止のための所定電位を挿入した場合の電位－透過
率曲線、４０３は逆転移防止をしない場合のベンド配向
からスプレイ配向への逆転移が起きる臨界電位Ｖｔｈ、
４０４は最も高い透過率の時の電位（白電位）、４０５
は最も低い透過率の時の電位（黒電位）である。逆転移
防止をしない場合、Ｖｔｈ以下ではスプレイ配向に戻っ
てしまうため適切な透過率が得られず、従ってＶｔｈ以
上の電位で駆動しなければならないが、図４に示すよう
にその場合には十分な輝度が得られない。
【００３３】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装
置の駆動方法および液晶表示装置によれば、ソース線に
よるデータ電位書き込み後、蓄積容量電極電位を所定の
電位に駆動することで逆転移を防止し、これによる画面
輝度低下の影響を極力小さくすることが可能となる。
【００３４】（第２の実施形態）第１の実施の形態にお*

8
*いては、液晶に印加する電圧の交流反転をソース線電位
の極性反転で実現した。
【００３５】そのためには、図４における、最も高い電
位４０５の少なくとも２倍幅の電位を供給する必要があ
る。
【００３６】本実施例においては、図４における、最も
高い電位４０５の１倍幅の電位（以下、１倍電位とよ
ぶ）を供給し、液晶への交流反転駆動と、逆転移防止駆
動とを同時に行う方法について述べる。
【００３７】先ず、ソース線の該１倍電位における交流
反転駆動について述べると、図３に示すように、ゲート
をオンする間、蓄積容量電極電位Ｖｅを一時的に高くあ
るいは低くし、ゲートのオフ後に元の電位に戻すこと
で、蓄積容量を介して液晶に印加される電位を操作でき
る。液晶に印加される電位の変化量Ｖｃｃは、Ｖｅの変
化電圧分をＶｇｅ＋またはＶｇｅ－とすると以下の式で
表される。
【００３８】

  （２）式  Ｖｃｃ＝Ｃｓｔ／（Ｃｌｃ＋Ｃｓｔ＋Ｃｇｄ）×（Ｖｇｅ＋また
は
Ｖｇｅ－）その際のソース線電位は反転動作を行うときには交流的

に－１倍となるように例えばビット変転などの操作を行
う。
【００３９】以上のように駆動することで、ソース線電
位として該１倍電位を供給しながら交流反転駆動を行
う。
【００４０】次に、ソース線電位の書き込み後たとえば
１フレームの８０％の期間経過後にさらに電位を変化さ
せその状態を維持すると、蓄積容量を介して逆転移防止
に必要な電位以上の電位を液晶に印加することができ
る。
【００４１】その際の液晶に印加される電位の変化量Ｖ
ｐは、Ｖｅの変化電圧分をＶｅ＋またはＶｅ－とすると
（１）式と同じように表せる。
【００４２】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装
置の駆動方法および液晶表示装置によれば、蓄積容量電
極電位を所定の電位に駆動することで、ソース線を該１
倍電位で駆動しながら交流反転駆動を行い、かつ逆転移
を防止し、これによる画面輝度低下の影響を極力小さく
することが可能となる。また、上記の構成ではソース線
の駆動電位を第１の実施例よりも低くすることができ、
従ってソース線を駆動する回路またはドライバＩＣのコ
ストを低減することが可能となる。
【００４３】（第３の実施形態）第１および第２の実施
の形態においては、蓄積容量電極を各々個別に駆動する
構成でその動作を説明した。
【００４４】本第３の実施の形態では、蓄積容量電極を
隣接する別のゲート線と共有した構成（以下、前段ゲー
トとよぶ）で説明する。
【００４５】図１３において、１３０１、１３０１ａ、

１３０１ｂは各ゲート線、１３０２、１３０２ａは各ソ
ース線、１３０３はスイッチング素子としてのＴＦＴ
で、ＴＦＴのドレイン電極は画素の画素電極に接続され
ている。画素は、画素電極と対向電極１３０７との両方
の電極にはさまれて保持された液晶１３０５で形成さ
れ、さらにドレイン電極ともう一方の蓄積容量電極１３
０６との間に形成された蓄積容量１３０４で構成され
る。本実施形態ではさらに、蓄積容量電極１３０６は隣
接したゲート線である前段ゲート１３０１に繋がれてい
る。
【００４６】前段ゲート構成においても、図１４に示す
とおり、前段のゲート電位をソース線電位の書き込み後
たとえば１フレームの８０％の期間経過後に電位を変化
させると、蓄積容量を介して液晶に印加される電位を操
作できる。
【００４７】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装
置の駆動方法および液晶表示装置によれば、ソース線に
よるデータ電位書き込み後、前段ゲート電位を所定の電
位に駆動することで逆転移を防止し、これによる画面輝
度低下の影響を極力小さくすることが可能となる。
【００４８】また、前段ゲート構成によって、一般には
第１の実施の形態よりも開口率が高くなり、またより少
ない駆動線で駆動が可能となる。
【００４９】（第４の実施形態）第１から第３の実施形
態においては蓄積容量の一方の電極から蓄積容量を介し
て逆転移防止の電位を印加した。
【００５０】本実施の形態では、液晶の一方の電極であ
る対向電極から逆転移防止の電位を印加する構成とす
る。
【００５１】図１５に示すように、第１の実施の形態と
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9
ほぼ同じ効果を得られる事がわかる。但し、本実施の形

10
態での対向電極による電位変化分は、

  （３）式  Ｖｐ＝Ｃｌｃ／（Ｃｌｃ＋Ｃｓｔ＋Ｃｇｄ）×（Ｖｅ＋またはＶ
ｅ
－）であらわされる。

【００５２】（第５の実施形態）図５および図６は第５
の実施形態に係る液晶表示装置の構成および駆動方法を
示す図である。
【００５３】図５において、５０１はソース線を駆動す
るソースドライバ、５０２はゲート線を駆動するゲート
ドライバ、５０３はソース、ゲート、ＴＦＴ、画素をマ
トリクス条に配置した液晶パネル、５０４は前記ドライ
バを駆動する駆動制御部、５０５は映像信号の１水平走
査期間を１倍以上２倍未満にレート変換するレート変換
部、５０６は前記レート変換に用いるメモリである。
【００５４】図６において、ｇ０からｇ１７は各ゲート
ラインの電位を、Ｖｓはソース電位を表わしている。
【００５５】以下、図においてその実際の駆動を説明す
る。
【００５６】入力された映像信号は、前記レート変換部
でメモリを用いてレート変換される。本実施形態では７
／６倍のレート変換によって、６水平期間を、３６／７
の水平期間となるように変換している。すなわち、１水
平期間が６／７となり、従って、６水平期間毎に水平期
間の６／７の余裕時間ができる。この余裕時間内に黒レ
ベルのような高電位を液晶に書き込むことが可能とな
る。
【００５７】図に示すように、各ゲートラインはこのレ
ート変換のタイミングに合わせて、映像信号と黒レベル
などの高電位とで１ライン毎にオンするのか複数ライン
を同時に選択してオンするのかを切り替える。
【００５８】また、１つの画素に注目したとき、この黒
レベルなどの高電位挿入（以下、黒挿入とよぶ）と映像
信号の書き込みとは、各々１フレーム周期で一定期間毎
に交互に繰り返すように駆動する。この黒挿入は本例で
は６ライン分を一括して選択書き込みを行う。
【００５９】このように駆動することで、本発明の実施
形態に係る液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置
によれば、レート変換によって、ソース線からの映像信
号のデータ電位書き込み時間および黒挿入時間を黒挿入
をしない場合に比較して１／２以上１未満にまで拡げる
ことができる。従って、逆転移の防止というＯＣＢ特有
の駆動による各画素への書き込み時間の不足やソースド
ライバへの転送レートの高速化を防ぐことが可能とな
り、これらによる画質劣化の影響または回路側への負担
を極力小さくすることが可能となる。
【００６０】なお、本例ではレート変換を７／６倍の構
成としたが、（ｎ＋１）／ｎ倍  （ｎ＝２，３，４・・
・）であればよく、ｎ＝６に固定するものではない。
【００６１】また、説明図の簡便さからｇ０ラインにお
ける黒書き込みと映像の書き込みとは７ライン走査時間

の距離としているが、この距離は７ライン分と限定する
ものではない。具体的には、液晶材料を替えた場合など
のようにシステム毎に最適な逆転移防止の黒挿入時間は
変更しなければならない。
【００６２】（第６の実施形態）図８は第６の実施形態
に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【００６３】図８において、５０１はソース線を駆動す
るソースドライバ、５０２はゲート線を駆動するゲート
ドライバ、５０３はソース、ゲート、ＴＦＴ、画素をマ
トリクス状に配置した液晶パネル、５０４は前記ドライ
バを駆動する駆動制御部、５０５は映像信号の１水平走
査期間を１倍以上２倍未満にレート変換するレート変換
部、５０６は前記レート変換に用いるメモリ、８０１は
前記レート変換のタイミングに合わせて映像信号に対し
て輝度補正を行う輝度補正部である。
【００６４】以下、図においてその実際の駆動を説明す
る。
【００６５】各ドライバの駆動およびレート変換の様子
はの第３の実施形態におけるものと同等である。しかし
ながら、第５の実施形態では図６に示す通り、ｇ０ライ
ンとｇ１からｇ５ラインとでは黒挿入の時間が異なり、
ｇ０ラインとｇ５ラインとでは最も差が顕著となる。図
７に示すとおり、これらは輝度差となって表示され、第
５の実施例では６ライン毎の輝度ムラとなって認識され
る。
【００６６】上記問題点を解決するため、予め実験等に
より求めておいた輝度への影響を補正する補正処理を８
０１輝度補正部にて行う。補正の方法についてはテーブ
ルによるもの、乗算器等によるものなど、公知の技術で
可能であるため詳細についてはここでは触れない。
【００６７】以上のように、ゲート線毎の補正を映像信
号に対して行うことで、各ゲート毎の黒挿入時間のばら
つきを補正し、各ゲート毎の輝度むらの影響を排除する
ことができる。
【００６８】（第７の実施形態）図９および図１０は第
７の実施形態に係る液晶表示装置の構成および駆動方法
を示す図である。図１０において、５０１はソース線を
駆動するソースドライバ、５０２はゲート線を駆動する
ゲートドライバ、５０３はソース、ゲート、ＴＦＴ、画
素をマトリクス状に配置した液晶パネル、５０４は前記
ドライバを駆動する駆動制御部、１００１は映像信号の
１水平走査期間を１倍以上２倍未満にレート変換し、フ
レーム毎に並べ替えを行う並べ替え部、５０６は前記並
べ替えおよびレート変換に用いるメモリである。
【００６９】以下、図においてその実際の駆動を説明す
る。
【００７０】第６の実施形態において、映像信号を補正
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することで輝度ムラを排除する構成としたが、本例で
は、フレーム毎に走査順を入れ替えて各ゲート毎の平均
を均一化させ、各ゲート毎の輝度むらの影響を排除する
ものである。
【００７１】図９の（ａ）第１フレームでは、ｇ０から
ｇ５の方向とｇ１１からｇ６の方向に走査を行い、
（ｂ）第２フレームではｇ５からｇ０の方向とｇ６から
ｇ１１の方向にに走査を行う（ｇ１２以降はｇ０からｇ
１１の繰り返しとする）。
【００７２】このように駆動することで、ｇ０の黒挿入
の時間の第１・第２フレームの平均は、その他のゲート
線の平均と同じになる。また、ｇ５とｇ６ライン間の不
連続性も同時に考慮している。
【００７３】このように走査を行うため、１００１並べ
替え部では上記の走査順に相応して映像信号の並べ替え
およびレート変換を行う。このようなレート変換と並べ
替えとを同一の構成で行うことは公知であるため、詳細
についてはここでは触れない。
【００７４】以上のように、走査順の変更をフレーム毎
に行うことで、各ゲート毎の黒挿入時間のばらつきを均
一化させ、各ゲート毎の輝度むらの影響を排除すること
ができる。
【００７５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の液晶表示
装置の駆動方法および液晶表示装置によれば、ソース線
によるデータ電位書き込み後、蓄積容量電極電位を所定
の電位に駆動することで逆転移を防止し、これによる画
面輝度低下の影響を極力小さくすることが可能となる。
【００７６】また、本発明の液晶表示装置の駆動方法お
よび液晶表示装置によれば、蓄積容量電極電位を所定の
電位に駆動することで、ソース線を該１倍電位で駆動し
ながら交流反転駆動を行い、かつ逆転移を防止し、これ
による画面輝度低下の影響を極力小さくすることが可能
となる。また、上記の構成ではソース線の駆動電位を第
１の実施例よりも低くすることができ、従ってソース線
を駆動する回路またはドライバＩＣのコストを低減する
ことが可能となる。
【００７７】また、本発明の液晶表示装置の駆動方法お
よび液晶表示装置によれば、ソース線によるデータ電位
書き込み後、前段ゲート電位を所定の電位に駆動するこ
とで逆転移を防止し、これによる画面輝度低下の影響を
極力小さくすることが可能となる。
【００７８】また、本発明の液晶表示装置の駆動方法お
よび液晶表示装置によれば、レート変換によって、ソー
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ス線からの映像信号のデータ電位書き込み時間および黒
挿入時間を黒挿入をしない場合に比較して１／２以上１
未満にまで拡げることができる。従って、逆転移の防止
というＯＣＢ特有の駆動による各画素への書き込み時間
の不足やソースドライバへの転送レートの高速化を防ぐ
ことが可能となり、これらによる画質劣化の影響または
回路側への負担を極力小さくすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の
構成を示す図
【図２】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法の説明図
【図３】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法の説明図
【図４】ＯＣＢの電位対透過率を示す図
【図５】本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の
構成を示すブロック図
【図６】本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法の説明図
【図７】本発明の第５の実施形態に係るライン毎の輝度
ムラを示す図
【図８】本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置の
構成を示すブロック図
【図９】本発明の第７の実施形態に係る液晶表示装置の
駆動方法の説明図
【図１０】本発明の第７の実施形態に係る液晶表示装置
の構成を示すブロック図
【図１１】従来の実施形態に係る液晶表示装置の構成図
【図１２】従来の実施形態に係る液晶表示装置の駆動方
法の説明図
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置
の構成を示すブロック図
【図１４】本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置
の駆動方法の説明図
【図１５】本発明の第４の実施形態に係る液晶表示装置
の駆動方法の説明図
【符号の説明】
１０１  ゲート線
１０２  ソース線
１０３  ＴＦＴ
１０４  蓄積容量
１０５  液晶
１０６  蓄積容量片側電極
１０７  共通電極
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